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ウ
ィ
ー

ン
国
立
民
族
学
博
物
館
蔵

『
西

行

記
』
（
春
・
夏
）
解

題

・
翻

刻
英

子

辻

は
じ
め
に

 

二

〇

〇

六

年

三

月

に
、
幸

い

ウ

ィ

ー

ン

国

立

民

族

学

博

物

館

(ζ
二
ω2
ヨ

{臼

く
α
一冨

蒔
§

ユ
Φ
)
の
ご
配
慮

に
よ

っ
て

日
本
関

係
資

料

の

調
査

の
機

会

を
与

え

ら
れ
た

。
三
年

間

に
わ

た
る
改

修

工
事

の
た

め

一
般

に
は
公
開

さ

れ
て

い
な

い
中

、
粉
塵

の
舞

う
建

物

を
く

ぐ
り
、

地

下
収
納

庫

で

の
調
査

で
あ

っ
た
。
そ

こ

で
発
見

し
た

の
が
、

『
西
行

記

』

四
巻

で
、

静

諸
な

画
風

に
詞

書

も
風
趣

の
漂

う
筆

は
、

こ

の
絵

巻

の
真
髄

を
余

す

と

こ
ろ
な

く
伝

え
て
く

れ
る
。

清
楚

な
修
練

さ

れ
た
迫

力

の
あ

る
画

面

の
調

査

を

終

え

て
、
学

芸

員

に
そ

の
旧
蔵

者

名

を

尋

ね

る

と
、

オ

ー

ス

ト

リ

ア

・
ハ
ン
ガ

リ
ー
帝
位

継
承

者

フ
ラ

ン
ツ

・
フ

ェ
ル
デ

ィ
ナ

ン
ド

大
公

の

所

蔵

(卑

N
冨

§

ぴq
甲

碧

N
「
①
a
凶⇒
⇔
己

く
8

0
ω
8
「
邑

9

1
雰

辞①
)

と

言

う

こ
と

で
、

こ
の
た
び

百
数
十

年

ぶ
り

に
日

の
目
を

見
る

こ
と

に
な

っ
た

の

で
あ

る
。
当
館

に
寄
贈

さ
れ

た

の
は

】
八
九

二
年
、

第

「
次
世

界
大

戦

の

導
引

と
な

っ
た
大

公
夫

妻
が

、
ボ

ス

ニ
ア

の
首

都

サ
ラ

エ
ボ
市

で
セ

ル
ビ

ア
人
青
年

プ

リ

ン
ツ
ィ
プ

に
暗
殺

さ
れ

る
以
前

の
こ
と

に
な

る
。

し

か
も

二
〇
〇

六
年

四
月

五
日

付

で
、
同

館

長

(牢
。
h
U
「
.9

「
凶ω叶
す
昌

閃
・閃
Φ
Φ
ωけ

氏
)

か
ら
、
絵
巻

発
見

へ
の
丁

重
な
感

謝

と
掲
載

許

可
書

と

が
寄

せ
ら

れ

た
。
調
査

を
始

め

て

二
週

間

そ
こ
そ

こ

の
異
例

の
厚
遇

に
、

員
も
驚

き
、
私

自
身

も
深

く
感
謝

申

し
あ
げ

て

い
る
。

当
館
の
学
芸

 
朱
題
籏

に
春

・
夏

・
秋

・
冬

と
記

す

四
巻

、
絵

総
数

四
十

九
図

か
ら
な

る
本
絵

巻

四
巻

の
出

現

は
、

「
西

行
物

語
絵

巻

」
研

究

史
上

か
ら
も

感

銘

深

い
も

の
が

あ
る
。

西
行

に
関

す

る
研
究

は
、

す

で
に
昭
和

十
年

代
後

半

か
ら
佐

佐
木

信
綱
博

士

ほ
か

の
先
学

に
よ
る
研

究
が

あ
り
、

国
文

学
界

に

寄
与

す

る
と

こ
ろ
少

な

く

な

か

っ
た
。
近

年

、

『西

行

全
集

』

の
編

者

久

保
田
淳

氏

は
、
西
行

に

つ
い
て
次

の
よ
う

に
述

べ
て

い
る
。

 
 

 
彼

は
在

原
業

平

・
能
因

・
行

尊

ら

の
文

学
的
血

脈

を
引

き
、

天
与

 
 

の
資

質

と
果
敢

な
行

動

に
よ

っ
て
豊

饒

な
和
歌
表

現

の
世

界
を
実

現

 
 

し
、

こ
れ
を
宗

祇

・
芭
蕉

へ
と
伝

え
た

の
で
あ

っ
た
。

そ
れ

に
と
ど

 
 

ま
ら
ず

、
そ

の
生

の
軌
跡

は

さ
ま
ざ

ま

な
形

で
思

い
描

か
れ

る

こ
と

 
 

に
よ

っ
て
、

}
個

の
人
間

の
こ

の
世

に
お
け

る
生

の
意
味

を
考

え

る

 
 
手

懸
り

を
後
代

の
人

々

に
与

え
続

け
て

き
た
。

そ
し

て
、

こ

れ
ら

の

 
 
事

情

は
今

後

も
変

わ
ら

な

い
で
あ

ろ
う
。

西
行

の
文

学

は
そ

の
意
味

 
 

に
お

い
て
、
永

遠

に
新
鮮

で
あ

り
、

そ

れ
ゆ
え

に
こ
そ
古

典

と
呼

ぶ

 
 

に
ふ

さ
わ
し

い
も

の
で
あ

る

(三
頁
)。
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同

書

に
よ

れ

ば
、

『西

行

物

語

』

の
諸

本

は
、

(
一
)
文

明
本

系

統
、

(
二
)
正
保

板
本

系
統

、

(
三
)
海

田
采
女

本
系
統

、

(四
)
永

正
本

系
統

に
分

け
ら

れ
、

(三
)
は

『続

群
書

類
従
』

第
三
十

二
上
、

(
四
)
は

『室

町

時
代

物
語

大

成
』

第

五

な
ど

に
収

め
ら

れ

て

い
る

(貴
重
本
刊

行
会
 
平

成
八
年
十

一
月
 

三
版

〈初
版
昭
和
五
十
七
年
〉

九
六
〇
頁
)。

『
西
行

全
集

』

に
は

(
一
)
と

(
二
)

の
重

要
伝

本
五
本

を
収
載

し

て

い
る
。
今

こ

こ

に

諸
本

の
詳

細
を

述

べ
る
意
図

は

な

い
け

れ
ど
、

一
覧

し

て
、

ウ

ィ
ー

ン
国

立
民

族
学
博

物
館

本

の
本
文

は
、

(三
)
系

統

に
属
す

る

こ
と
を
知

る
。

 
鎌
倉

時
代

以

降
、

い
く

つ
か
の

「
西
行

物
語
絵

巻
」

が

つ
く

ら
れ

た
。

(
三
)
は
、

明

応
九

年

二

五
〇
〇
)
十

月

に
、
著

名

な
絵

師

海

田

妥

女

佑

源

相
保

所

筆

の
識
語

を

有

し
、

い

つ
の

こ
ろ

か
禁

裏

に
伝

え
ら

れ

て

い
た
。
川

瀬

一
馬
氏

の
立

て

た
分
類

に
よ

る
と
采
女

本

は
、

「
(
二
)
第

三
類

本

(絵
巻

四
巻
本
)」

に
該
当

す

る
。
同

氏

に
よ

る
と
、

「
江

戸

期

に

入

っ
て
西

行

物

語
絵

巻

と

し

て
紹

介

せ

ら

れ
、
書

写

さ

れ

て

ゐ

る
も

の

は
、

多

く
は

こ

の
系

統
本

で
、

(略
)

続
群

書
類

従
巻

第

九

百

四
十

〕
所

収

の
西
行
物

語

絵
巻

は
、

元
禄

刊

本

と
同

一
の
本

文

で
あ

る
」

(『
日
本
書

誌
学
の
研
究
』
講
談
社
 
昭
和
四
十
六
年
 
九
七
五

・
九
七
六
頁
)
、

と
す

る
。

『西

行
物
語

絵

巻
』

に
関

し

て

は
、
久

曾
神

昇
氏

(「西
行
物
語
」
・
『書
誌

学
』

}
四
-
四
、
「西

行

文
献

叢

刊

解

題
」
・
『西
行

全

集
』
昭
和

十

六
年

二

月
)
・
川
瀬

一
馬

氏

(「
西
行
物
語
の
研
究
」
・
『日
本
書
誌
学
の
研
究
』
昭
和
十

八
年

六
月
)

の
分
類

を

も

と

に
、

千
野

香
織

氏

が
作

成

し
た

『
日

本
絵

巻

大
成

26
』

所
収

の

「
『西

行
物

語
』

諸
本

の
分
類
」

(「表

1
」
、

一
五
二
頁
)

及

び

「
『
西
行

物

語

』
諸

本

の
異

同

」

(「表

H
」
、

一
五

三
頁
)
が
あ

る
。

諸

本

の
中

の
采

女
本

に

つ

い
て
、
小
松

茂
美

氏

は
、

「
原
本

は

伝
存

不

明

で
あ

る
が
、
宗

達

の
模

写

が
最

も
有
名

で
、

所
収

の
渡
辺
家

所
蔵

本

も

そ

の

一
つ
で
あ

る
」

(前
掲
書
)
と

し

て

い
る
。
渡

辺
家

本

(小
松

茂

美
編

『日
本
の
絵
巻

19
西
行
物
語
絵
巻
』
所
収
 
中
央
公
論
社
 

一
九
八
八
年
)
も

室

町
時

代
作

と
考

え
ら

れ

る
海

田
采
女

佑
本

を
転

写

し
た
も

の

で
あ

る
。

 

こ

れ
ら

の
先

行

研
究

に
照

ら
し
先
述

の
よ
う

に
、

ウ
ィ
ー

ン
国

立
民

族

学

博
物

館
本

は
、

采
女

本
系
統

に
属

す
る
。

た
だ

し
、

渡
辺
家

本

お
よ
び

『続

群

書
類
従

 
第

三
十

二
上

』
所
収

本

に
比

べ
て
も
、

話

の
順

序

に
異

同

が
あ

り
、

錯
簡

も
あ

る
が
、

古

い
表

記

を
留

め
て

い
る
点

が
注

目

さ

れ

る
。

例

え

ば
、

「
眼

に
さ

い
き

ら

す

(渡
辺
家
本

・
続
群
本
、
同

ジ
)」

(巻

春
、
第
1
紙
第

9
行
)

は
、
「
さ

へ
き

る
」

よ
り
古

い
表
記

と
す

る
説

が

有

力

で
あ

り
、

「
わ

か
ち

(「
ち

〉
」
渡
辺
家
本

・
続
群
本
)
か

と

お
も

ふ

に
」

〈巻

冬

、
第

15
紙

7
～

8
行
〉

の

「
ち
」

は
上
代

語

の
尊

敬

語

で
父

の
敬

称
。

ま

う
が

ち

(記

・
中

・
歌
謡
)

の
例

が

あ

る
。

ま

た
院

・
帝

に
関

す

る
描

写

に
先

が
け

一
乃

至

二
文

字
分

の
余
白

を
設

け

る
こ
と

は
例

外

な
く

行

わ

れ

て
お

り
、
模

写

の
正

確
度

は
高

い

(↓
挿
図
)
こ

れ
ら

の
詳

細

に

つ
い

て

は
後

に
、
研

究

編

で
報

告

す

る
。

松

・
梅

・
桜

・
紅

葉

な

ど

の

樹

々

の
描
写

で
、

枝

ぶ
り

の
う

ね

り
の
線

に
狩
野

派

の
特

徴

が

よ
く

現

れ

て

い
る
よ

う

に
思

う
が

、

こ
れ

に

つ
い
て
は
美
術

の
専

門
家

の
知

見

に
委

ね
た

い
。

 

本
絵

巻

の
特
徴

は
、

春

・
八
図
、

夏

・
十

四
図

、
秋

・
十

六
図

、
冬

・

十

一
図

、
絵

総
数

四
十

九
図

で
、
絵

が
多

い
こ
と

に
あ

る
。

小
松

茂

美
氏

は
住

吉

具
慶

(
一
六
三

一
ー

一
七
〇
五
)

の
手

に
よ

っ
て
書

写

さ

れ

た
東

京

国
立

博
物

館
蔵

の

一
模
本

に

つ
い
て
、
次

の
よ
う

に
述

べ
て

い
る
。

 
 

こ

の
具

慶

写
本

の
巻

頭

に
は
、
画

面

の
前

に

一
紙

の
張

り

紙

が

あ

 
 

る
。

江
戸

中
期

以

降

の
も

の

で
あ

る
。

そ
れ

に
よ
れ

ば

、

「
西
行

記

 
 

秋

之
巻

画
土

佐

光

信

筆

註

梅

園

季

保

筆

此

巻

々
絵

十

六
枚

一36一



 
 
有

」

と
書

か

れ
て

い
る
。

も

と
、

こ

の
原
本

の

一
巻

は
、

「
西

行

記

 
 
秋

之
巻

」

と
呼
ば

れ
て

い
た
ら

し
く
、

江
戸
中

期

の

こ
ろ

に
は
、
諸

 
 

伝

を
失

っ
て
、
絵

は
土

佐

光

信

〈
一
四
三

四
ー

一
五
二
五
〉、

「
註

」

 
 

(詞
書
)
は

梅
園

季

保

(正

三
位

・
参
議
。
△

六
四
六

-
九

一
〉
)
の

 
 

筆

と

い
う
。

し

か
し

、

こ
れ

は
撞

着

も

は

な

は
だ

し

い
こ

と

は
、

 
 
自

明

で
あ

ろ
う
。

(
『日
本
絵
巻
大
成
26
』

一
七
八
頁
)

 
右

の
、

「
撞
着

も

は

な
は

だ
し

い
」

の
内

容

に

つ

い
て

は
、
明

ら

か

に

さ

れ
て

い
な

い
が
、
光

信
と

季
保

と
が
時
代

を
異

に
す

る

こ
と
を

言
う

の

で
あ

ろ

う

か
。

こ

の
四
巻

本

に

つ

い
て

は
、

「
も

と
、

春

・
夏

・
秋

・
冬

の
各
巻

に
名

づ

け
て

い
た

も

の
か
」

と

い
う

こ
と

は
小

松
茂

美

(前
掲
本

一
七
九
頁
)
及

び
川
瀬

一
馬

(『
日
本
書
誌
学

之
研
究
』
九
七
六
頁

)
両

氏

に

よ

っ
て
も
言

わ

れ
て

お
り
、

こ

の
四
季

に
よ
る
分

類
方

法

は
、

ス

ペ
ン
サ

ー

・
コ
レ
ク

シ

ョ
ン
蔵

『源

氏
物

語
絵

巻
』

に
も

見

ら

れ

(拙
著

『在
外

日
本
絵
巻

の
研
究
と
資
料
』
笠
間
書
院
 

一
九
九
九
年
)、

め
ず

ら

し

い
こ
と

で
は
な

い
。

た

だ
し

こ
こ

で
注
目

す

べ
き
は
、

具
慶
写

本

の
巻
頭

に
付

さ

れ

た
張

り
紙

の
記
述

は
、

ウ
ィ

ー

ン
国
立

民
族
学

博
物

館
本

秋

の
巻

の
挿

図
十

六
図

に
符
号

す

る
こ
と

か
ら

も
、

こ
の
形
態

の

「
西
行

記
秋

之
巻

」

は
間
違

い
な
く
存

在
し

た

の
で
あ

ろ
う

と
考

え

ら
れ

る
。

た
だ

し
、

ウ

ィ

ー
ン
国
立

民
族

学
博
物
館

本

の
秋

の
巻

に
は
、

現
状

で
は
奥

書

も
な

い
の

で
、

具
慶
模

写
本

の
巻
頭

に
付

さ

れ
た
貼
紙

に
記

さ

れ
た
、

現
在

「
所

伝

を
失

っ
て
」

い
る
と

い
う
光

信

・
季

保
筆

と
伝

え
ら

れ
る
絵

巻

と

の
関

係

は
不

明

で
あ

る

が
、
江
戸

中

期
頃

に
所
伝

を
失

っ
た

と

い
う

「
西

行
記

秋

之
巻

」

は
、

ウ

ィ
ー

ン
国
立

民
族
学

博
物
館

本

に
極

め

て
近

い
形

態

で
あ

っ
た
と
推
定

さ

れ
る
。

 

渡
辺

家

本

は
、
今

は

所

在

不
明

と
な

っ
て

い

る
海

田
采

女

佑

本

に
よ

り
、

俵

屋
宗

達

(生
没
年
不
詳
)
が
模

写

し
た

と

さ

れ

る
。
現

状

で
は
、

ウ

ィ
ー

ン
国
立

民
族

学
博
物

館
本

の
方

が
画
数

は
多

く
、

対
応

す

る
場
面

を

比
較

す

る
と
、
衣

服
な

ど
多
少

色

の
違

い
は
認

め
ら

れ

る
も

の
の
、
構

図

や
描
写

は

一
致

し
、
宗
達

は
模

写

に
当

た

っ
て
忠

実

に
筆

を
費

や
し

て

い
る

と
見
ら

れ
る
。

ウ

ィ
ー

ン
国
立

民
族
学

博
物
館

本

の
存
在

は

、
海

田

采

女
佑
本

原
本

と

の
関
わ

り
を

も
含

め

て
、

采
女
本

系

統
諸
本

の
復

元

に

当

た

っ
て
も
期

待

さ
れ

る
史

料

で
あ

ろ
う
。

書
誌

 
書

誌

の
概
要

を
記

す

と
、
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

 
巻

子
本

。
函

架
番

号

一
一
ω
・。。露

～

一
一
。。
.・。
㊤
α
。
表

紙

は
藍

色

地

に
金

泥

で

牡
丹

・
唐

草

の
模
様

を
織

り
出

し
た
金

欄
椴

子
。
左

肩

に
朱
色

に
金

泥

で

霞

を

引

い
た

紙

題

簑

に

墨

書

で

「
西

行

記

 
春

(夏

・
秋

・
冬
)
」

と

記

す

。
見

返
し

は
金
紙

に
金

箔
を
置

く
。

巻
春

の
題
策

は

「
冬

」

の
文
字

の

下

の
部

分

が
剥

離
、

巻
夏

は
、

「
西

行

記
」

と

「夏

」

の
間

に
亀

裂

が

入

る
。
巻

秋

・
冬

(三

・
七

×
二

一
・
七
糎

)
は
原

型

を

留

め

て

い
る
。

各

巻

と
も
奥

書

は
な
く

、
書

写
年
時

は

不
明

で
あ

る
。
料

紙

は
緒

紙

、
象

牙

の
軸

に
紫

色

の
平
打

ち
紐

が
付

い
て

い
る
。

書
体

は
清
悟

静

誰
。

本
絵

巻

の
詞
書

も
絵

も
筆
者

は

一
人

と
見
ら

れ

る
。

 
縦

(糎
)
×
全

長

(米
)
・
春

 
三

二

・
○

×
二

一
・
〇

七

五
、

夏

 
三

二

・
二

×

一
六

・
一
九

四
、
秋

三

二

・
二

×

一
六

・
四

二
五
、

冬

三

二

・

一
×

一
五

・
六

七
五

。

 

春

の
巻

に
、

一
箇

所

の
錯
簡

が

あ

る
。

「
く

の
事

な

り
」

(第

20
紙
第

13

行
)

か
ら

「
は
じ

め
な

り
け

れ
」

(第
20
紙
第
16
行
)

に

か
け

て

の
四
行

の

文

は
、
本

来

「
お
も

は
く

む
や
」

(第

15
紙
第

17
行
)
を

受

け

る

文

で
あ
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る
。

「
第

15
紙

第

17
行
」

の
後

に
は
紙

継

ぎ

が
あ

る

の

で

「
第

20
紙

第

12

行
」

と

「第

20
紙

第

13
行
」

の
間

に
紙

継
ぎ

が
あ

れ
ば
、

剥
離

に
よ
る
錯

簡

に
数
え

ら
れ

る
。

と
こ

ろ
が
紙
継

ぎ

は
な

い
の
で
、
本
絵

巻

は
、

も
と

も

と
錯
簡

の
あ

っ
た
底
本

を

写
し

た
可
能

性

が
高

い
と
考

え

ら
れ

る
。

ま

た
、

「
と

し
月
を

い
か
て
わ

か
身

の
を
く

り

け
ん
」

(第

20
紙
第

12
行

)

の

後

に

「
き
の
ふ

み
し
人

け

ふ
は
な

き
よ

に
」

の

一
行

が
落

ち

て

い
る
と
想

定

さ
れ

る
。

こ
の
場
合

も
、

同
箇
所

に
紙

継
ぎ

は
認

め
ら

れ
な

い
の
で
、

本
絵

巻

は
原

本

で

は
な

く
、

模
写

本

の
証

に
数

え

ら

れ

よ

う
。

ま

た
、

「
夏

」

の
巻

に
お

け

る

「
第

18
紙

第

1
行

」
「
寂

蓮

入

道
」

の
下

に
続

群

書
類

従

本

お
よ
び

渡

辺
本

に
は

「
の
」

の
字

が

あ

る
。

ま
た

、
「
仙

人

な

と
」

(第

27
紙
第

16
行
)

の

「
と
」

は
装

丁

に
あ
た

り
裁
断

し

た
た

め
か
、

下
部

は
な

く
、
判

読

に
よ

る
。

こ
う
し

た

こ
と
か

ら
推
し

て
、
前

者

は
本

来

「
の
」

を
有

し
た
可
能

性

は
高

い
。

ま
た
、

「
お
も

ふ
な

に
事

」

(第

19

紙
)

の
字

句

が

「
絵

九
」

(第

20
紙

)

の
上

に
書

か
れ

て

い
る

の
も
模

本

の
証

に
数

え

ら

れ

よ
う

か
。

全

体

に

わ
た

る

詳

細

は
後

に
述

べ
る
と

し

て
、

本
稿

は
、

「
春

・
夏
」

の
詞

書

の
現

状

報
告

を
行

お
う

と

す

る
も

の

で
あ

る
。

ウ
ィ
ー
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
蔵

「
西
行
記
」
詞
書

(春

)

夫

一
如
法

界

の
こ
と

は
り
を

そ

む
き

二
種

生
死

の
闇

に

い
り
し
よ

り

こ

の
か
た

妄

深

の
ち

り

に
ふ
う
せ

ら
れ

て
自
性

し
う
く

の
は
ち
す
ひ
ら
け
す
煩
悩
の
雲

に
お

ほ
は
れ

て
本
覚

真
如

の
月

弥

々

く
ら

し
し

か
る
あ

ひ
た

む
み

や
う

の
長

夜

あ

け
か
た

く
し

や
う

し

の
ね

ふ
り
さ

む
る

期

な
く

し

て
惑

障

の
雲
霧

あ

つ
く
隔

仏

日

の
ひ

か
り
眼

に
さ

い
き

ら
す

六
し

ゆ

四
し

や
う

い

つ
れ

も

み
な

へ
た
り

と

い

へ
共

三
途

八
難

そ

れ

つ
ね

の
す
み

か
た

る

も

の
を

や

こ

〉
に
億

々
万

劫

に

ひ
と
た

ひ

う

け

か
た
き
南

浮

の
し

や
う
を

う

け
世

々

た
し

や
う

に
あ

ひ
か
た

き
西

と

の
け
う

に

あ

へ
り
こ
れ

す
な

は
ち

か
う

む

一
時

に

ひ
ら
く

勝
縁

り
や
う

は
う

に
得

た

り
し

や
う

し
を

い
と

ひ
菩
提

を
ね

か
は

む
事

い
ま

ま
さ

に

こ
の
と
き

な
り
就

中
う

ゐ

む
し

や
う

の

さ
か

ひ
生
死

か

き
り
あ

り
し

や
は
電

泡

の
さ

と

老

少

さ
た

め
な

し
と
し

わ

か
し
と

い
ふ

と
も

た

の
し
む

へ
か
ら

す
屠
所

の
ひ

つ
し
の
あ

ゆ

み

あ

や
う

く
し

て
死
地

に
ち
か

く
よ

は
ひ

閲

な

は

い
よ

く

お
と

ろ
く

へ
し
雪

山

の
と
り

な
き

て
あ
く

る
を

ま

つ

へ
か
ら
す
頭

上

の

と
も

し
火
を

は
ら

は
む

か

こ
と
く
火

宅

の
う

ち

を

い

つ

へ
き
も

の
な
り

し

か
る

に
弟

子

た
ま
く

恩

愛
不
能

断

の
家

を

い
て
た

り
と

い

へ
と
も

(第

1
紙

)
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む

な
し
く

奔
恩

入
畏

の
こ

〉
う
な

し
う

れ

し

く
真
実

報
恩

者

の
す

か
た

た
り

な

か
ら

か
な

し
く
流
転

三

界
中

の
業

を
な

す
し

か

の
み
な

ら
す

止
観

の
ま

と

の
前

ほ

た

る
を

ひ
ろ

ふ

つ
と
め
な

け
れ

は
円
頓

そ

く
疾

の

観

念

に
ま

と
ひ
玄

父

に
ゆ

か
の
う

へ
に
雪
を

あ

つ
む
る

お
も

ひ
を
を

う
そ

か

に
し

て
妙

法

蓮

華

の
首

題

を
も

さ

と
ら
す
身

を
寂

翼

の
れ

ん

に
や

に
よ

せ
む

と
す

れ

は

一
鉢

そ

こ

む
な

し
く
し

て
霞

喰
く

も

に
ふ
す

思

ひ
あ
り

心

を
造

像
卦

塔

に
か
け

む
と

す
れ

は
三
衣

か
た

や
ふ

れ
て
巧
匠

を

か
た

ら

ふ
に
ち

か
ら

な
し
世

善

と

い
ひ
行
業

と

い
ひ
坐
禅

と

い
ひ
観

心

と

い
ひ

か
れ

に
も

〉
れ

た
り

ち

こ
く

と

い

ひ
餓

鬼

と

い
ひ

畜

生

と

い
ひ
修
羅

と

い

ひ
こ
れ

に
も

お
ち
彼

に
も

む
ま

れ
ぬ

へ
し

か
な
し

ひ

の
か
な

し

ひ

何

事

か

こ
れ

に
す
き

む
や
但

惑
文

み
る

に

一
念

発
起
菩

提
必

勝
於

造
立

百
千

塔

と

い

へ
り

今

こ
の
説

を
聞

に

い
さ

〉
か
う

れ

へ
を

や

す

む
と

い

へ
と
も

一
念

の
道

心

を

〉
こ
さ
む
事

こ
れ

又

か
た
き

も

の
な
り
し

か

る
あ

ひ
た
な

に
を

縁

と
し

て
此

発

心
を

も
と

め

い

つ
れ

の
と

こ
ろ

に

し

て
此
菩
提

を

と
る

へ
き

と

い
ふ

に
仏

種

は

縁

よ
り
を

こ
り

と
く

た

つ
は
宿
報

に
よ
る

い
は
ゆ

る
綱

を

ひ
く
家

を

つ
く

て
く

は

ん
念

を

も

す

る
あ
り

囲
碁

を
う

ち
詩

を
詠

し

て
仏

道
を

さ

と
る

と
も

か
ら
も

あ

り
和
漬

密

た
か

婬

に
梵
行

提
婆

達
多

之
邪

見

即

正
是

み
な

あ
く

業

に
よ

り

て
菩

提
を

さ

と
る

た

く

ひ
な
り

い
は

む
や
自

余
事

に
を

ひ
て

を

や

い
は
む

や
善
業

に
を

ひ
て
を

や

こ

〉
に

(第

2
紙

)

我
国

の
風

俗

と
し

て
や

ま
と

こ
と
葉

と

い
ふ
も

の

あ

り
狂
言

綺
語

の
た
は

ふ
れ

た
り

と

い

へ
と
も

ほ

つ
し

む
求
道

の

つ
か

ひ
な

り
秋

の
月

の
雲

に

か
く
る

〉
し

ん

に
よ

の
月

の
煩

悩

の
雲

に
か
く

る

に

似

た
り
春

の
は
な

の
風

に
ち

る
を

〉
し

む
身

の
栄

の
花

の
む
し
や

う

の

か
せ

に

を

さ
る

〉
を

さ
と

る
た

よ
り

な
り

こ
れ

に
む

か

へ

は
せ
え

ん
俗
念

の

い
そ

き
わ

す
ら

れ

こ
れ
を

あ

む
す

れ
は
散

乱
鹿

動

の
心

も
し

つ
ま

る

つ
ゐ

に
は
念
仏

の
お
も

ひ

に
ち
う

し

て

む

し
や
う

の
こ
と

は
り

を
さ

と

る
聚
落
中
練

若

も

と
も

こ

の
事

に
あ

る

を
や

か

る
か
ゆ

へ
に

し

や
う

と
く

君
は

く
せ
大

士

な
り

か
た

を
か

や

ま

の
詠

を

も

て
み
ち

の
ほ

と
り

の
飢
人

に

た

ま

ひ
行

基

ほ
さ

つ
は

も
む

し

ゆ
の
化
身
也

迦

毘
羅
衛

の
こ
と

は
を

の

へ
て
天

ち
く

ほ

さ

つ
に
し
や

す

ご

〉
に
し
り

ぬ
大
智

な

を
此

国

に
あ

そ

ひ
た

ま
ふ

に
は

わ
か
く

に
の
風
を

す

て
給

は

す
と

い
ふ

こ
と
を

こ
れ

に
よ
り

て
六

の

一39一



す
か
た

を
ま
な

ふ

に
た
ら

さ
れ
共

と

き
く

こ
の

み
ち

に
お
も

む
く

へ
き

ひ
と

つ
の

ふ
し
を

つ
く

る

に
を
よ

は
す

お
り
く

か
の
風

を
ま

な
ふ

こ
れ

す
な
は

ち
厭
離

ゑ
と

の
助
縁

出
離

生
死

の

ら
む
し

や
う
な

り
し

か

る
あ

ひ
た

一
人

の
先

達
を

も
と
め

て

二
事

の
き

う
せ

き
を
尋

ん

と
す

る
 

 
(第
3
紙
)

処

に
鳥

羽
院

の
御

時

北
面

に
め

し

つ
か
は

れ
け

る

佐

藤
兵
衛

尉
範

清
と
申

武
士

あ

り
け

り
心

の

た
け
き
事

将
門

保
昌

か
あ

と
を

つ
き

て
な

ら

ふ
人
す

く
な
く

数
万
騎

の
中

へ
も

一
人

し

て

か
け

い
ら
む
事

を
よ

ろ

こ
ひ
お

ほ

か
た
弓
箭

を

と
り

て
は
や
う
遊

か
か

い
な

つ
き
を

つ
た

へ
て
空

と
ふ
鳥
類

く

か
を
行
蹄

心

に
ま

か
せ

て
は

つ

す
事

な

く
詩

寄
管

弦

の

か
た

に

[
]
業

平

紀
納

言

の
な

か
れ
を

く

み
て
三
公

九
卿

の
末
座

に
め
さ

れ
て
日

を
よ

(「<
」
ノ
誤
)
ら

し
諸
道

に
長

せ
る
も

の

は
朝

家

の
た

か
ら
と

さ
た

め
ら

れ
出

仕

の
よ

そ
ほ

ひ

郎
従

春
属
牛

馬

六
畜

に

つ
け

て

と
も
し

き
事

な
く
漬
達

か

い
き
を

ひ

か
と
み

え
き

こ
と

さ
ら
仙

洞
祇
候

の
時

は
 

勅
定

の
お
も

む
き
を

た

か

へ

し
と

に
は
を
あ

た

〉
め

て
う

れ

へ
を

の

へ
退

出

の
い
と
ま
を

た
ま

は
ら

さ
り

し
お
り

は

ゆ
か
を

ま
も
り

て
夜

を

あ

か
し

(脱
文

力
)

は
な

の
も
と

の
あ
そ

ひ
月

の
前

の
詠

か

〉
り

の

し
た

の
ま
り
宮

の
中

の
ま

と
弓

の
御
会

に
は

ま

つ
め
さ

れ
て
そ

の
座

に
名

を

と

〉
め
し

か
は

君
も

こ
れ

ひ
と
り

た

に
候

は

〉
と
お

ほ
し

め

し
て

い
そ

き
廷
尉

に
な

し
た

ま

ふ

へ
き

よ

し
御

気

色
あ

れ

と
も
心

の
う

ち

に
は
世
中

の
は

か

な
き

こ
と
を

く

は
ん
し

い
か
な

る
坂
上

の
正

相

は

夢

に
地

獄

に
お

つ
る
官

と

み
て
権
非

違

使

に
な

ら
し

と
て
五
位

の
か
う

ふ

り
を
給

て

こ

の
世

の
望

を
す

て
け

る
そ
と

お
も

ひ

て
妻

子

珍
宝

及

王
位

臨
命

終
時

不
随
者

唯
戒

及
施

不

放
逸

今

世
後

世
為

伴
侶

と

こ

〉
う
に

か
け

て
花
山

 
 
(第
4
紙
)

の
法
皇

は

こ

の
文

の
ゆ

へ
に
こ
そ
十

善

の
位

を

す
て

〉
紀
伊

国
勢
無

利

の

は
ま

に
お
も

む

き
て
那
智

山

に
を

こ
な

ひ
給

て

つ
ゐ

に

仏

道

に

い
ら

せ
給

て
け

れ
煩
悩

の
黒
肝

あ

つ
く

し

て
み
や

う
り

の
家

の
犬

う

て
と

も

い
て

や
ら
す

因
果

の
白
毫

く

ら
く

し

て
菩
提

の
山

の
鹿

ま
ね
け

と
も

き
た

ら
す

と

み

(「
め
」
ノ
誤
)

る
を

き

》
て
は
う

ら
や

み
ま

つ
し

き
を

み

て
は
あ

さ

け
り
夢

の
う

ち

の
た

の
し

ひ
波

の
う

へ
の
月

し

つ

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

(破
損

「む
」
カ
)

ま
り

か
た

き
心

の
み
し

て

ふ
ゆ
う

の
[
 

 

(し
)
]
の
朝

に
む

ま
れ

て
ゆ

ふ

へ
に
し
す

る
な

を
た

の
し
み

あ

り

い

つ
る

い
き
は
入

い
き

を

ま
た
す

し

て
命

を
と

ち
め

五
欲

の

つ
な

に
ひ
か

れ
て

つ
ゐ

に

な
ら

く

の
そ
こ

に
し

つ
ま

む
事

と
竜
樹

菩

薩

は
と

め
り

と

い

へ
と
も

ね

か
ふ
心

や

ま
ね

は

一40一



ま

つ
し

き
人

と
す
ま

つ
し
け

れ
と

も

ね
か

ひ
も
と

む
る
心

な
け

れ
は

こ
れ
を

と
め
り

と
す
書

写

の
上

人

も

ひ
ち
を

か

〉
め

て
枕

と

す

る
に
た

の
し

み
そ

の

う

ち

に
あ
り

な

に

〉
よ
り

て

か
さ
ら

に
浮
雲

の

栄

耀
を

も
と

め
む

と
か
け

り
此

た

ひ

い
と

は
す

当

来

の
か
な

し
み
な

り
極
楽

を

ね
か

ふ
輩

つ
ゐ

に
西
は

う

の
浄
刹

に
往

生

す
た

と

へ
は

草

木

の
か
せ

に
し
た

か

ひ
て

か
た

ふ
く

方

へ
た
う

る

〉
か
こ
と

し

い
や

し
き
我

身

の
こ

は
何
事

に

さ
は

り
て
片
山

か

け

の
す

ま

ゐ
柴

の

い
ほ

り

に

こ
も

り
ゐ
さ

ら
む

と
お
も

ひ

て
か
く

そ

 

 

い
つ
な

け
き

い

つ
お
も

ふ

へ
き
事

こ
と
な

れ
は

 

 
 

 

の
ち

の
世

し
ら

て
人

の
す

く
ら

ん

 

 

な

に
こ
と

に
と
ま

る
こ

〉
ろ

の
あ
り

け
れ

は
 

 
(第
5
紙
)

 

 
 

 

さ
ら

に
し
も
又

世

の

い
と

は
し

き

か
や
う

に
う

ち
な

か
め

て
す
く

る
程

に
大
治

二
年

の
こ
ろ
鳥
羽
院

と

の

へ
 

御
幸

な
ら

せ
給

て
は

し

め
た

る
御

所

の
御
障

子

の
絵

お
も
し

ろ

か
り
け

る

を
御
覧

し

て
そ

の
時

の
寄

讃
経
信

大
納

言

匡
房
中
納
言
基
俊
俊
頼
な
と
め
さ
れ
て
我
も
く

と

い
と
な

み
よ
ま

れ
け

る
な

か
に

の
り
き

よ
を

め
さ

れ

て

こ
の
ゑ
と
も

の
な

か

に
さ
る

へ
き
と

こ

ろ
と
も

に

寄

よ

み
て
ま

い
ら

す

へ
き

よ
し

お
ほ

せ
く

た
さ

れ

け

れ
は
そ

の
日

の
う
ち

に
読

つ
ら

ね
て
申

あ

け

〉
る

 

は

つ
春

の
雪

つ
も
り

た
る
山

の
ふ
も

と

に
谷

川

の

 

な

か
れ
た

る
と

こ
ろ

を

み
て

 

 

ふ
り

つ
み
し

た

か
ね

の
み

ゆ
き
と

け

に
け
り

 

 
 

き

よ
瀧
川

の
水

の
し
ら
な

み

や
ま

さ
と

の
し

は
の

い
ほ
り

に
ひ
し
り

の

こ
も
り

た
る

ま

へ
に
む

め

の
さ
き

た
る

と

こ
ろ
を

か

〉
れ

た
り

け
れ

は

 

と

め

こ
か
し

む
め

さ
か
り

な

る
わ

か
や
と

を

 

 
う

と

き
も
人

は

お
り

に
こ
そ

よ
れ

花

さ

き
み

た
れ
た

る
し

た

に
ゐ

て
月
を

な

か
む
る

お
と

こ
か

〉
れ

た
れ

は

 

く
も

に
ま
か

ふ
は
な

の
し

た

に
て
眺

れ
は

 

 

お
ほ

ろ

に
月

は

み
ゆ

る
な
り

け
り

な

つ
の
は

し
め
郭

公
を

た

つ
ね

て
山

田

の
は
ら

の
杉

の
む

ら
た

ち

に
ゐ
て

な

か
め
た

る
お

と
こ

の
か

〉
れ

た
る

を

 

き

か
す

と
も

こ

〉
を
せ

に
せ

む
ほ

と

》
き

す

 

 

山
田

の
は

ら

の
す
き

の
む

ら
た

ち

ほ
と

〉
き

す

の
は

つ
音

た

つ
ぬ
る
か

ひ
あ
り

 

 
(第
6
紙
)

て
き

》

つ
け
た

る
と

こ
ろ

か

〉
れ
た

り

け

れ
は

 

ほ
と

〉
き
す

ふ

か
き
峯

よ
り
出

に
け
り

 

 

と
や

ま

の
す
そ

に

ご
ゑ

の
お
ち

く
る

清
水

の
な

か
れ

た
る

や
な

き

の
か
け

に

み

つ
を

む
す

ふ
女
房

を

か
き

た
り
け

れ
は

 

み
ち

の

へ
の
し

み

つ
な

か

る

》
柳

か
け

一41一



 
 

し
は

し

と
て

こ
そ
た

ち
と

ま
り

け
れ

あ

き

の
は

つ
風

心

ほ
そ
く

か

〉
れ
た

り

け

る
と

こ
ろ

に

 

あ
は

れ

い
か

に
草

葉

の
露

の
こ

ほ
る
ら

ん

 
 

秋
風

た

ち
し

み
や
き

の

〉
は
ら

山

田
も

る

い
ほ
り

の
ほ

と
り

に
し

か
の
鳴

た
る

と

こ
ろ
を

み

て

 

い
ほ

ち

か
く
な

く
や
山

田

の
し

か
の

ね
に

 
 

お
と
う

か
さ

れ

て
お
と

ろ
か
す

か
な

た

か
き
や

ま

に
し
ら

雲

の
か

〉
り
た

る
所
を

み
て

 
 

あ

き
し

の
や

と
山

の
里
や

し
く

る
ら

む

 
 

 

い
こ
ま

の
た
け

に
く
も

の

か

〉
れ

る

お
く
や

ま

の
峯

の
こ
す

ゑ
風

に
さ
そ

は

る

〉

と

こ

ろ
を

み
て

 

お
く

や
ま

の

ふ
も
と

の
さ

と

に
木

の

は
ち
れ

は

 
 

木

す
ゑ

に
は

る

〉
月

を

み
る

か
な
 

 
(第

7
紙
)

 

〔絵

一
〕

(第
8
・
9
・
10

・
11

・
12
紙

)

勅
撰

の
か
れ

か
た

き
ゆ

へ
に
御
障

子

の
絵

の
寄

十
首

日

の
う

ち

に

つ
ら

ね
て
 

奏

し
申

け

れ
は

よ
く
く

 
御
叡
覧
あ
り
て
希
代
の
名
寄
末
代
の

規
模

な

り
と

て
其
時

の
て
か
き
定

信
時

信
を

め

さ
れ

て
そ

か

〉
せ
ら

れ
け

る
大

治

二
年
十

月

十

一
日
か

と
よ
 
勅

ろ
く

に
あ

つ
か
り

て
あ

さ
日
丸

と
申
御

は

か
せ
を
赤

地

の
錦

の
袋

に
入

て
頭
弁

の
う

け
給

に
て
そ

た
ま

は
り

け

る
又
待
賢

門

院

の
御

か

た

へ
め
さ

れ
て
権
中

納

言
と

の

〉
御

つ
ほ

ね

の
御

奉
行

に
て
御

は
し

た
も

の
乙
女

の
前

御

う

は
き

か
さ

な
り

た
る

く
れ

な
ゐ

の

に
ほ
ひ

十

五

の
御
衣

い
た
き

て
か

つ
け
ら

れ
た

り
け

れ
は

み

る
人
め

を

お
と
ろ

か
し
う

ら

や
み
あ

さ

み

あ

ひ
た
る

[
 

]
今

生

の
執
心

と

》
ま
り

あ

は
れ

に

か
た

し
け

な
く

よ
ろ

こ

ひ
の
涙

た
も

と

に

あ
ま

り

て
そ

お
ほ
え

け
る
 
 
(第

13
紙
)

 

〔絵

二
〕
 
 

(第
14
紙
)

そ

の
く
れ

に
や

と

へ
帰

た

れ
は

さ

い
し
春

属

し
む
類

兄
弟

ら

こ

の
し
た

い
を
よ

ろ

こ
ふ
け

色

か
き
り

な
し

こ
れ

に

つ
け

て
も

世

の
は

か

な
き
事

の
み

お
も
は

れ
て
出

仕

の

い
て
た

ち

は

か
な
く

お
ほ

え

て
発

心

の

こ

〉
う

そ
ま

さ
り

け

る
法
勝
寺

の
御

八
講

に
御

幸

な
ら

せ
給

ふ

に
の
り
き

よ
御

と
も

つ
か

ま

つ
り
た

り
け

る

に

い
か
な
る
事

か
あ

り

け
む
門

か

た
め
た

る
六
条

の
大
夫

判
官

の
し
も

へ
に
兵

衛
尉

の
郎

等

を

と
ら
れ

た

る
よ
し

を
き

〉
て
こ
て

い
わ
ら

は

た

〉

一
人

を
く

し

て
太

刀

は

か
り
を

は
き

て
し

さ

い

き

〉
て
善
悪

を

し
ら

す
申
う

く

る

に
お
し
む

も

の
な
ら

は
ち

り
灰

に
な

ら
む
す

る

よ
し
を

そ

む
し

て
む

か
ふ
と

こ
ろ

に
気
色

を

み

て
は
う

く

は
ん

い
そ

き
た

ち
て
さ

う
な

く
ま

い
ら

せ
候

へ
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く

と
申

て
わ
た
し
て
け
り
そ
の
時
郎
等
お

と

こ
を

は
範

清

と
り

え

て
帰

て
お
も
は

く
む
や
 

 
(第
15
紙
)

 

〔絵

三
〕 
 

(第
16

・
17

・
18
紙
)

お
な
し

く
北
面

に
ま

い
り
け
る

あ

い
親

左

衛
門

尉

の
り

や
す

つ
か

ひ

の
宣
旨

を

か
う

ふ
り

て
夜

部

と
は

と

の
よ
り
う

ち

つ
れ

て
ち
き

る
や
う

あ
し

た

に
は

か
な
ら
す

こ
と

に
き
ら

め
き

て

い
そ
き
ま

い
り
給

へ

う

ち

つ
れ
侍

へ
き
よ

し
申

て
七
條

大
宮

に

と

〉
ま

り
け

れ
は
そ

の
あ

し
た

ま

い
り
さ
ま

に
さ
そ

ひ
け

れ
は
門

に
人

あ
ま

た
立
さ

は

き

て
さ

ま
く

に
な

き

か
な
し

ふ

こ
ゑ

き

こ
え

て
と

の
は

こ
よ

ひ
ね
し

に

〉
し
な
せ

給

ぬ
と

て
十

の

(「
九
」
の
誤
)
に
な

る
妻
女

五
十
有

余

の
母

こ
ゑ

も

お
し
ま

す
な

き
か
な

し

む
を
聞

に

い
よ
く

か

き
く
ら

す
心

ち
し

て
風

の
前

の
と
も

し
火

は
す

の
う
き
葉

の

露

ゆ

め

の
う

ち

の
夢

と

お
ほ

え
て

や
か

て
そ

こ
に
て
も

と

〉
り
を

き
ら

ん
と
 

 
(第
19
紙
)

お
も

へ
と
も

い
ま

]
度

き
み

に
ま

い
り
て

い
と
ま
申

さ
む
と

お
も

ひ
な
り

て

こ
ま
を

は
や

む
る

に
袖

の
涙

は

さ
き

に
た

ち
け
り

そ
も
く

こ
の
人

は

二
年

の
あ

に

〉
て
生
年

廿
七

そ

か
し

を
く

れ
さ

き
た

つ
た
め

し
あ

は
れ

に
お
ほ

え
て

か
く

そ

み
ち
く

に
な

か
め

け
る

(錯
簡

)

 
朝
有
紅
顔
誇
世
路
 
暮
成
白
骨
朽
高
原

 
 
こ
え
ぬ
れ
は
又
も
こ
の
世
に
帰
こ
ぬ

 
 
 
し
て
の
や
ま
路
そ
か
な
し
か
り
け
る

 
 
世
中
を
ゆ
め
と
み
る
く

は
か
な
く
も

 

 
 

猶

お
と

ろ

か
ぬ
我

こ

》
う
か
な

 

 

と

し
月
を

い
か
て
わ

か
身

の
を
く

り
け

ん

く

の
事
な

り
身

を

い
た

つ
ら

に
な

し
て

悪
道

に
お
ち

て
な

か
く
う

か
む
事

な

か
ら

ま
し

と

お
も

ふ
よ
り

し
て

こ
そ

い
と

〉
ほ

つ

し

む
の

は
し
め

な
り

け
れ

 

 (第
20
紙
)

(
20

・
13
～

16
錯
簡

)

 

〔絵

四
〕
 

 

(第
21
紙
)

こ
と

に
き

ら
め

き

て
ま

い
り
た
り

け
れ

は
人
く

め

お
と

ろ
き
君

も

い
み
し
く

お
ほ

し
め

さ
る

〉

と

こ
ろ

に
お
も

は
す

に
頭
辮

に
て
出

家

の

い
と
ま

を
申

い
れ
た
り

け
れ

は

こ
と

に
お
と
ろ

き

お
ほ
し

め
し

て

さ
ら

に
御

ゆ
る
さ

れ
な

か
り
け

れ
共

龍
顔

に
ち
か

つ
き
た

て
ま

つ
り

て
 
宣

下

の
御

こ
と

は
を

み

〉
に

ふ
れ
む
事

只
今

は

か
り
な

り

関

白

三
公

を

み
あ
け

て
御

ま
な
し

り

に
か

〉
ら
ん

事

は
け

ふ
は

か
り
な

り
同
僚

座

れ
ち

に

き
し

き
を

さ
た

め

つ
る
北
面

は
今

そ

か
き
り

な

る
 

仙
院

の
御
あ

そ

ひ
南

庭

の
さ
く

ら
池

の

ほ

と
り

の
落

葉

月

の
前

の
な
か

め
に
は

は

つ

れ

す
め

さ
れ

つ
る
事

を

お
も

ひ

つ
〉
く

る

に

涙

も
と

》
ま

ら
ね

と
も
心

つ
よ

く

お
も

ひ
と
り

一43一



て
ま

か
り

い
て

〉
お
も

ふ
や
う

さ

て
も

す
き

ぬ
る

二
月

に
す

て
に
出
家

は

一
ち
や

う

と
思

ひ
て

か
く
よ

み
し

そ

か
し

 
 

そ

ら

に
な

る
こ

〉
ろ
は
春

の
霞

に
て

 
 

 

よ

に
あ
ら

し
と

も

お
も

ひ

た

つ
か
な
 

 (第
22
紙
)

い
ま
た

そ

の
期
や

き
た

ら
さ

り
け

む

二
月

も

す
き

て
七

月

に
又
お

も

ひ
き

り

て
月

の
お
も

し
ろ

か
り

し

に
か
く
そ

読

け
る

 
 

世

の
う

さ

に
ひ
と

か
た
な

ら

す
う

か
れ

 
 

 

ゆ
く

こ

〉
う
さ

た
め

よ
あ

き

の
よ

の
月

 
 

も

の

お
も

ひ
て
な

か
む

る
こ

ろ

の
月

の

 
 

 
色

に

い
か
は
か

り
な

る
哀

そ

ふ
ら
む

 
 

を

し
な

へ
て
も

の
を

お
も

は

ぬ
人

に

 
 

 

さ

へ
心
を

つ
く

る
あ

き

の
は

つ
風

秋

も

又

の
か
れ

て
こ

の
く
れ

の
出
家

障

な
く

と
け

さ
せ
給

へ
と
三
宝

に
祈

せ

い
申

て
や
と

へ

か

へ
り
ゆ
く

程

に
と
し

こ

ろ
堪

か
た
く

い
と

を
し

か
り

し
四
歳

に
な

る

む
す
め

の
縁

に

い
て

む
か

ひ
て

ち

〉
の
き
た

る

か
う

れ

し
き

と
て
袖

に

と
り

つ
き

た
る
を

た
く

ひ
な

く

い
と
を

し
く

め
も
く

れ

て
お

ほ
え
け

れ

と
も

こ
れ

こ
そ

煩

悩

の
き

つ
な
を

き
る

は
し

め
と

お
も

ひ

て
ゑ

む
よ

り
け

お
と
し

た
り

け
れ

は
な

き

か
な

し

み
け
れ

と
も

み

}
に
も
き

}
い
れ
す

し

て

う

ち

に

い
り
て

こ
よ

ひ
は

か
り

の
か
り

の

や
と

り
そ

か
し

と
涙

に

む
せ

ひ
て
そ

あ

は

れ

に
お
ほ

え
け

る

 

 (第
23
紙
)

 

〔絵

五
〕
 

 

(第
24
紙
)

女

房

は

お
と

こ
に
ま

さ
り

た
り

け
る
人

に

て
か
ね

て
よ

り

お
と

こ

の
出
家

せ

ん

す
る

こ
と

を
さ

と

り
て

こ

の
む
す
め

の

な
き

か
な

し
む

を
見

て
も

更

に
お
と

ろ

く
け

し
き

の
な

か
り

け

る
こ
そ

あ
は

れ

に

み
え
け

る

 

 
 

露

の
た

ま
き

ゆ

れ
は

 

 
 

 

又
も

を
く

も

の
を

 

 
 

 

た

の
み
も

な

き
は

 

 
 

 
 

わ

か
身

な

り
け

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

り

 

 
(第

25
紙
)

 

〔絵

六

〕 
 

(第

26
紙
)

十
五

夜

の
月

の
な

か
は

に
な

る
ま

て
涙

を

な

か
し

て

お
も

ふ

や
う
万

法

は
心

か
所
作

さ
ら

に
別

の
ほ
う

な

し
人
界

に
む
ま

る

〉
事

は
梵

天

よ
り

い
と
を
く

た

し

て
大
海

の
そ

こ
の
針

の
あ

な

に

つ
ら

ぬ
か
む
よ

り
も

か
た
し
仏

教

に
あ

へ
る
事

は
億

劫

に

一
度
あ

へ
る

一
眼

の
亀

の
浮

木

の
あ

な

に

い
ら

む
か

こ
と
し

こ
の
た

ひ
出
家

を

と
け

て
仏
道

に
い
ら
む

と

お
も

ふ

人
木

石

に
あ

ら
す

こ

の
み

は
お

の

つ
か
ら

と

あ

り
あ

さ

の
中

の
よ
も

き

は
た
め

さ
る

に

ゆ
か
ま

す
松

に

か

》
る

か

つ
ら
は
千

い
う
に

 II



の
ほ
る

せ
む

た
ん

の
林

に

い
る
と

も
か
ら

は

ご
ろ
も

か
な
ら

す

か
う

は
し
切
利

天

の
薗

に
は
歓
喜

の
色

を

ふ
く

み
蓮

華
世

界

の
鳥

は
妙
法

の

文

を
さ

え

つ
る

さ
れ

は
み
や

う
も

む
驕
慢

の
心

を

す

て

〉
貧
欲

樫
貧

の
お
も

ひ
を
わ

す
れ
邪

見

殺

盗

の
罪

を

つ
く
ら
す

婬
酒

妄
語

の
戒
を

た

も
ち

て
念

仏

さ

む
く
ゑ

を

こ
た
ら

す

つ
と
め

て

ほ
と

け

に
な
ら

む
と

お
も

ひ

て
涙

を
な

か
す
程

に
西

の
山

の
は

ち

か
く

月

か
た

ふ
け

は
只
今

を

か
き

り
と

お
も

ひ

て
と
し

こ
ろ

の
妻
女

に

あ

る

へ
き
事

と

も
さ

ま
く

に
ち
き
れ

と
も

こ

の
女

は

う
さ

ら

に
返

事

な
し

さ
り
と

て
と

〉

ま

る

へ
き
事

な

ら
ね

は
心

つ
よ
く

お
も

ひ
と

り
て

年

来

し
り

た
り

け

る
嵯

峨

の
奥

の

ひ
し
り

の

も

と

へ
そ

の
暁

は
し

り

つ
き

て
出

家
を

し
け

る

こ

そ
あ

は
れ

に
心

ほ
そ
く

お

ほ
ゆ
れ

ひ
し
り

達

あ

つ
ま

り

て
こ
は

い
か
に
と
申

け

れ
は

 

 

世
を

す

つ
る
人

は
ま

こ

と

に
す

つ
る

か
は

 

 
 

す

て

ぬ

ひ
と
を
そ

す

つ
る
と

は

み
る

 

 

う
け

か
た

き
人

の
す

か
た

に
う

か
ひ

い
て

〉

 

 
 

こ
り
す

や

た
れ
も

又

し

つ
む

へ
き

 

 

世
を

い
と
ふ
名

を
た

に
も

さ

て
と

〉
め
を
き

 

 
 

て
数

な
ら

ぬ
身

の
お

も

ひ
出

に
せ

ん
 

(第
27
紙
)

 

〔絵

七
〕 

 

(第

28
紙
)

こ
と

し
も
す

て

に
く
れ

な
ん

と
す

こ
そ

ゆ
く

と
し

の
く

れ
し

い
と

な

み
と
も

さ
ま
く

に
せ
し

事

さ

す

か
お
も

ひ

い
て
ら

れ

て

 

 

と

し
く

れ
し

そ

の

い
と
な

み

は

 

 
 

わ
す
ら

れ

て
あ

ら
ぬ
さ

ま

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な

る

 

 
 

 
 

 
 

い
そ

き
を
そ

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

す

る

 

 

を

の

つ
か
ら

い
は

ぬ

に
し

た

ふ

 

 
 

人
や
あ

る

と
や

す
ら

ふ
程

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に

 

 
 

 
 

 
 

と
し

の
く

れ

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ぬ

る

年

た
ち

か

へ
る

い
は

ひ
事

に
は
さ

い

は
う

に
む

か
ひ

て
臨

終

正
念
往

生
極
楽

と
そ

ね
か

ひ
け

る
た

か
き
も
賎

も
正

月

の
は

し
め
を

待
え

て

は
嘉
辰
令

月

の
よ

ろ
こ

ひ
万
歳
千

秋

の
た

の
し

ひ
長
生

殿

の
さ

か

へ
不

老
門

の
日
月

よ
ろ

こ
ひ

ひ
ら
く

る
あ

そ

ひ

つ
る
と

か
め
と

の
た

は
ふ

れ
子

日

の
松

の

か
さ

り
わ
か

な

の
て

す
さ
ひ
わ
れ
も
く

と
す
る
事
は
春
秋
の

夢

そ

か
し
官

位

の
望
珍

宝

の
貯

水

の

あ

は
ま
ほ

ろ
し

の

こ
と
し

と
く

は
む
し

て
此
春

の

う

ち

に
往
生

を

と
け

は
や

と
そ
仏

神

に

申

け
る

さ
て

い
ほ
り

の
前

に
梅
花

の
さ
き

一45一



た
る
を

み

て
す

き
け

る
人

の
さ
し

入
て
な

か

め

け
れ

は

 
 

こ

〉
う
せ

む
し

つ
か

か
き
ね

の

 
 

 
む

め

の
は
な
よ

し
な

く

 
 

 
 

 
す
く

る
人

と

〉
め

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
け
り

 

 
(第

29
紙
)

そ
は
な

り

け
る
あ

む
し

ち

に
か
き

ね

に
さ
き

た
り
け

る
梅

花
風

に
さ

そ
は

れ

て
か
な

つ

か
し
く

ち

り
け

る
を

み
て

 
 

ぬ
し

い
か

に
か
せ

わ
た

る

 
 

 
と

て

い
と
ふ
ら

ん
よ

そ

に

 
 
う

れ

し
き

む
め

の

 
 

 
 

 

 
 

 
に
ほ

ひ

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
を
 

 
(第
30
紙

)

 

〔絵

八
〕
 

 

(第
31
紙
)

(夏
)

出
家

の

〉
ち
は
世

中

に
し

は
し
も

あ
と

を

と

〉
め

む
事

を
よ

し
な
し

と
思

ひ

て

ふ

か
き
や

ま
く

た
う

と

き
と

こ
ろ
く

を

修

行

し
け

り
花

の
こ
ろ
吉
野

の
奥

に

ま

か
り

て
木

の
も
と

に
よ
り

ふ
し

て
な

か
め

し

ほ

と

に
風

に
し

た

か
ふ

さ
く
ら

ひ
ま

な
く

ち
り

か

〉
り

て
心
な

ら

ぬ
は
な

の
う

は
き

な

に
と
な

く
な

つ
か
し
く

む

か
し
覚

え
け

れ
は

 
 

こ

の
も

と

に
た

ひ

ね
を

 
 

 

 
す

れ
は
よ

し

野
や
ま

 
 

 

 
は
な

の
ふ
す

ま
を

 
 

 

 
 

 

 
き

す

る
は

る

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

風

 
 

な

か
む

と
て

は
な

に

 
 

 

 
も

い
た
く

な

れ
ぬ
れ

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
は

 
 

 

 
 

ち
る

わ
か

れ

こ
そ

 
 

 

 
 

 

 
 
か

な
し

か
り

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
け

れ

 
 

よ

し

の
山

や

か
て

 
 

 

 
 

い
て

し
と

お
も

ふ

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 
身

を

 
 

 

 

は
な
ち

り
な

は
と

 
 

 

 
 

 

 
 
人

や
ま

つ
ら

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
ん
 

 
(第
1
紙
)

 

〔絵

一
〕 

 

(第

2
紙
)

名

を
え

た

る
や
ま

の
は

な
な

れ
は

さ

こ
そ

お
も
し

ろ

か
り
け

め

こ
け

の
む
し

ろ

の

う

へ
に

い
は
ね

に
ま
く

ら
を

か
た

ふ
け

て
さ
す

か

に

い
け

る

い
の
ち

の
た

よ
り

に

一46一



は
た

に

の
清

水
を

む
す

ひ

み
ね

の
こ

の
み
を

ひ

ろ
ひ
て

 
 
寂

真
無

人
声

 
読

調
此
経

典

と

よ

み
て

に
う

を

し
ん
せ

ん
し

ゆ

い
ふ

つ
道

の
を

こ
な

ひ
心

に
あ

か
ね
と

も
く

ま

の
の

か

た

へ
ま

い
ら

む
と

お
も

ひ
た
ち

て
ゆ
く

み

ち

に
い
と
あ

は
れ

の
み
ま

さ
り

て

 
 

世

の
な

か
を

お
も

へ
は
な

へ
て

 
 

ち
る

は
な

の
わ

か
身

を

さ
て

も

 
 

い
つ
ち
か

も
せ
む

 

 
(第
3
紙
)

 
 

〔絵

二
〕
 

(第

4
紙
)

那
智

に
ま

い
り

て
滝
入
堂

し
侍

り

け
る

に

一
二

の
た
き

お
は
し

ま
す

そ
れ

へ

ま

い
り
侍

と
申
常

住

の
僧

の
侍

り

け
る

に

く

し

て
ま

い
り

け
り
花

や

さ
き

ぬ
ら
ん

と

た

つ
ね
ま

ほ
し

か
り

し
か

り
し

お
り

ふ
し

に
て

た

よ
り
あ

る
心
地

し

て
わ

け

い
る
に

一
の
滝

の

も

と

に
ま

い
り

て
如

意
輪

の
滝

と

な
む

こ
れ
を
申

す
と

い
ひ
け

り

ま
こ
と

に
す

こ
く

う

ち

か
た

ふ
き

た
る

や
う

に
そ
な

か
れ

た

る

い
よ

く

た
う

と
く

お
ほ
え

て
涕

も

と

〉
ま
ら

す
そ

の
ま

へ
に
 

 
花

山
院

の

御
あ

む
し

つ
の
あ
と
侍

け

る
ま

へ
に
と

し

へ
た

る
さ
く
ら

の
木

の
侍

け
る
を

み

て

す

み

か
と
す

れ
は

と
よ
ま

せ
給

け
む

こ
と

の
お
も

ひ

い
て
ら
れ

て

 
 
こ

の
も
と

に
す

み
け

る
あ

と
を

み

つ
る

 
 
 

か
な
那
智

の
た

か
ね

の
花
を
尋

て

か
れ
た

る
さ
く

ら

の
と
し

ふ
り

た

る
枝

の

ひ
と
ふ

さ

〉
き

た

る

に

 
 
わ

き

て
み
む

お
ひ
木

は

 
 
花

も
あ

は
れ

 
 
 

 
 

 
 
な

り

 
 
 

い
ま

い
く
た

ひ

か

 
 
 

 
 

 
は

る
に
あ

ふ

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

へ
き

 

(第
5
紙
)

 

〔絵

三
〕
 

(第

6

・
7
紙
)

さ
て
や

か

み
の
王
子

に
と

〉
ま

り

て

い
か
き

の
ほ

と
り

に
さ

き
た

る
は
な

の

こ
と

に
お
も

し
ろ

か
り

け
れ

は
は
し

ら

に

か
く
そ

か
き

け
る

ま

ち
き

つ
る

や
か

み

 

の
さ

く
ら

さ
き

に

 

 
 

 
 

 
 

け
り

あ

ら
く

お
ろ

す
な

 

 

み
す

の
や
ま

 

 
 
 

 
 

か
せ

〔絵

四
〕
 

 

(第
9
紙
)

(第

8
紙

)

一47一



承
安

元
年

六
月

一
日
 
院

熊
野

へ
ま

い
ら

せ

お

は
し

ま
し

〉
つ
ゐ

て
に
住
吉

へ
 

御

幸
有

け

り
修
行

し

ま

は
り

て
三
日

か

の
宮

に

ま

い
り

て

み
れ

は
す

み
の
え

の

つ
り
殿

あ

た
ら

し
く

し

た
て
ら

れ
た

り
 
後

三

條
院

の
御

幸
神

お
も

ひ

い
て
た
ま

ふ
ら

ん

か
し

と
お

ほ
え

て
釣
殿

の
は

し
ら

に

か
き

つ
け
侍

し

 
 

た

え
た

り

し
き

み
か

 
 

 
 

み
ゆ

き
を

ま
ち

つ
け

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

て

 
 

 

か

み

い
か
は

か
り

 
 

 
 

 

う

れ
し

か
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ら

む
 

 
(第

10
紙
)

 

〔絵

五
〕
 

 

(第
11
紙
)

そ

の
と
し

は
す

み
よ

し

に
さ
ふ
ら

ひ
て

か

へ
る
年

の
春

み
や

こ

の
か
た

へ
ゆ
く

と

て

つ
の
く

に
な

に
は
わ
た

り
を

す
き

け

る

に
は

る
風

に
は
か

に
あ

し

の
か
れ

は

に
を

と

つ
れ

て
も

の

こ

〉
ろ
ほ

そ
く

お
ほ

え
け

れ
は

 
 

津

の
く

に
の
な

に
は

の

 
 

 
 

は
る

は
ゆ

め
な

れ
や

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
し

の

 
 

 
 

か
れ
葉

に

 
 

 
 

 
 

か
せ

わ
た

る

 
 

 
 

 
 
 

 
也

 

(第
12
紙
)

 

〔絵

⊥
ハ
〕 
 

(第

13
紙
)

四
天

王
寺

の
か
た

へ
ま

い
り
侍
け

る

に

日
く

れ

て
江

口
と
申

と

こ
ろ

に
や
と
を

か
り

け

る

に
す

み
そ

め

の
た
も

と
を

や

あ

や
し
く

き
ら

ひ
け

む
や

と
を

か
さ

〉

り

け
れ

は

 
 

世
中

を

い
と

ふ

 
 

 

ま
て

こ
そ

か
た

か
ら

 
 

 
 

 
 
 

 

め

 
 

 
 

か

り

の
や

と
り

を

 
 

 
 

 
 

お
し

む
き

み

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

か
な

遊
女

の
返

し

 
 

よ
を

い
と

ふ
人

と
し

 
 

 
 

き

け
は

か
り

の
や

と

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

に

 
 

 

ご

〉
う
と

む
な

と

 
 

 
 

 

お
も

ふ
は

か
り

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

そ
 

 
(第
14
紙
)

 

〔絵

七
〕 

 

(第
15
紙
)

か
や
う

に
修
行

し

て
又
都

に

か

へ
り

き

て

昔

し

り
て
侍

し

と
も
を

た

つ
ね

て
ま
か
り

し

ほ
と

に
春

に
も

な
り

に
け
れ

は
正
月

二

日
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志
賀

の
里

へ
方

違

に
ま

か
り
し

に
あ

ひ

く

し

て
ま

か
り

て
三
日

か

へ
り
け

る

に

会

坂
山

の
か
す

み
た
ち
た

る
を
見

て

 
 

わ
き

て
け

ふ
あ

ふ

さ
か

 
 

 
 

や
ま

の
か
す

め
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

は

 

 

た
ち

を
く
れ

た
る

 

 
 

 

は
る
や

こ
ゆ

 

 
 

 
 

 
 

 
 
覧

 

 (第

16
紙
)

 

〔絵

八
〕
 

 

(第
17
紙
)

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

(裁
断
)

伊

勢

に
侍

り
し
を

り
寂
蓮

入
道

[ 

]

(
の
)

も
と

へ
申
遣

け
る

 

 
伊

勢

の
海

の
人

も
な

き
さ

 

 

を
な

か
め
や

り
て
君

き
た

ら
は
と

 

 

お
も

ふ
な

に
事

か

へ
し

 

 

た

ひ
ね
せ
し
あ

ら

き
浜
辺

 

 

も
君

か
た
め

お
ほ

つ
か
な

し
と

 

 

お
も

ふ
な

に
事

 

 

(第
19
紙
)

 

〔絵

九

〕 
 

(第
20
紙
)

東

の
方

さ
ま

へ
ゆ
く
ほ

と

に
遠

江
国

天
竜

の
わ
た
り

に
ま

か
り

つ
き

て
舟

に

の
り
た

れ
は
所
な

し

お
り
よ
と
鞭

を

(第

18
紙

)

も

ち

て
う

つ
ほ

と
に

か
し
ら
わ

れ

て
ち
な

か
れ

て
な

ん
西
行
う

ち

わ
ら

ひ
て
う

れ

ふ
る

色

も

み
え

て
お
り

け
る
を

見

て
と
も

な

る

法
師

あ
な

か
ち

に
な
き

け
れ

は
さ
れ

は

こ
そ

い
ひ
し

か
修

行
す

る
な

ら
ひ

は
こ
れ

に
ま

さ

る
事

の

み
こ
そ
あ

ら
む

す
れ

と
て
そ

こ

よ
り

は
な

れ

に
け
り

ま
こ
と

に

こ
の
ひ

と
の

心

に
は
う

つ
と
も

の
る

と
も
く

る
し

み

と

お
も

ふ
ま

し
杖
木
瓦

石

を
忍

を
も

て
こ

そ

道
心

の
ほ

い
と

い
ふ
事

な
る

を
又

い
や

し
き

も

の

〉
心

に
は
在
俗

の
と
き
弓
箭

は
金
銀

を
も

て
ち

り
は

め
衣

裳

は
綾
羅

を
も

て

か

さ
り
万
騎

の

つ
わ
も

の

〉
中

へ
も

一
人

か
け

い
ら

む
事
を

思
出
仕

の
時

は
家

の
う

ち

に

み
く

る
し

か
ら

む
物

と

り
を

け
人

に
水

目

に

い
は

れ
は
我
家

あ

り
と

て
か

へ
り
く

ま
し

き
そ

な
と

の
給

し

に
さ

ま
を

か

へ

ん

か
ら

に
か

〉
る

へ
き

か
と

い
や

し
き
心

の

お
も

ひ
や

り
な

き

に
た

も
と

し
ほ

り

け

ん
も

に
く

か
ら
す

お
ほ
ゆ

 

 
(第

21
紙
)

 

〔絵

十
〕
 
 

(第
22
紙
)

み
ち
の
国

の

か
た

へ
修
行

し

て
ま

か
り

け
る

時

さ
や

の
中

山

を
す
く

と

て
又

こ
え
む

こ
と

も
命

不
定

に

お
ほ
え

て
頼

か
た

か
り

し

に
年

へ
て

の
ち
お
も

ひ

の
ほ

か
に

誠

に
か

へ
り
侍

し
事

い
の

ち
あ
り

け
れ

は
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と

又
さ
や

の
中
山

に
て
お
も

ひ

い
て
ら
れ

て
あ

は
れ

に
お

ほ
え
け

れ

は

 

 
と

し
た
け

て
又

こ
ゆ

 

 
 
 

へ
し

と

お
も
ひ

き
や

 

 
 
 

 

い

の
ち

な
り

け
り

 

 
 
 

 
 

 
さ

や

の
な
か

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

や
ま
 

 
(第
23
紙
)

 

〔絵

十

一
〕 

 

(第

24
紙
)

い

つ
く
も

つ
ゐ

の
す

み
か
な

ら
ね

は
と

お
も

ふ
に

ま

か
せ

つ
〉
ゆ
く

に
身

を
う

き
し

ま

の
は
ら
を

す
く

と

て
富

士

の
た

か
ね
け

ふ
り

は
雲

に
き

え

け
れ
は
業

平
中

将

の
山

は
ふ
し

の
ね
と
読

け

ん

お
も

ひ

い
て

》

か
せ

に
な

ひ
く

ふ

し

の

 
 
け

ふ
り

の
そ
ら

に
き

え

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
て

 

 
 

 
 

 
ゆ
く

ゑ
も

し
ら

ぬ

 

 
 

 
 

 
 

 
わ
か

お
も

ひ
か

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
な
 

 
(第
25
紙
)

 

〔
絵
十

二
〕 

 

(第
26
紙
)

む

さ
し
野

の
夜

の
け

し
き

お
ほ

つ
か
な
く

て

は

き

の
に
し
き

に
た

ち
よ

り

て
草

原

は
る

か
に
た

ち

の
ほ

る
月
影

を

な

か
む
れ

は

昼

よ
り

も
け

に
す

み
わ
た

り
て

き
は

め
な
き

詠

の
す
ゑ

な
り
を

ち

の
野

原

の

鹿

の
音

は

た
か

つ
ま

こ
め

に
な

き
あ

か
し

よ
も

き
か
も

と

の
庵

ま
た

よ
は

ら

ぬ
こ
ゑ

を

と

つ
れ
て

た
え

ぬ
秋

風

は
お
は

な

か
す
ゑ

に
浪
を

こ

し
わ
け

ゆ
く
た

も
と

や

》

ぬ
れ

て
白
露

は

み
ち
し
は

の
葉

も
せ

は
き

に
や

お
き

の
う
は
葉

の
し

つ
く

か

こ
ち
か

ほ

に

に
ほ

ひ
を

か
け

た
る

ふ
ち
は

か
ま

は

う

つ
り

か

い
と

こ
ち
た
く

て

か
ら

こ
ろ
も

た

ひ

た

つ
わ

れ
を

ま

つ

〉
ま

に
も
あ

ら

[
 
]

か
さ

ね
ぬ

袖

も

か
こ
た

れ
ぬ

へ
し
道

よ
り

す

こ
し

わ

け

い
り

て
経

の

こ
ゑ
し
け

れ
は

も
し
仙

人

な

[
と
]

の
読
給

に
や
と
尋
行

て

み
れ
は

わ

つ
か

に

一
問

は
か
り

い
ほ

り
を
む

す

ひ
て
さ

ま
く

[
の
]

あ

き

の
草
し

て
ふ

き
か

こ
ひ
た

り
う

ち

[
に
]

九

十

は
か
り

な
る
僧
我

不
愛

身
命

但
惜

無

上
道

と
う

ち
あ
け

た
り

か
た

み
に
あ

き
れ

な

か
ら

し

は
し
あ

り
て

こ
は

い
か
な

る
人

の
す

み

給

に
か
と

》
へ
は

む
か
し
郁

芳
門

院

の
侍

の
長
な

り

し

か
院

か
く

れ
さ

せ
給

て
の
ち

や

か
て
出
家

し

て
み
や

こ

の
人

に
し
ら
れ

さ
ら

ん
と

こ
ろ

に

後

世
と

ら

む
と

お
も
ひ

て
国

々
め
く

り
侍

し

に

こ

の
野

辺

の
草
花

に
心
を

う

つ
し

て
春

夏

秋
冬

の
な

か
め
心
す

ま
す

と

い
ふ
こ
と

な
く
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侍

と
申

せ

は
さ

て
朝

夕

の
事

い
か

〉
し
給

と

尋

る

に
お
も

ひ

か
け

ぬ
み
ち

ゆ
き
人

な
と

の
聞

つ
け

て
訪

お
り
も

あ
り

又

二
三
日
空

く
侍

お
り

も

あ
り

さ

れ
と
も

更

に
く

る
し

み
と
せ
す
態

煙

た

つ
事

は
せ
し

と
思

侍
な

り
と
語

に
浦

山

し

の
心

つ
よ

さ
や

と
お

ほ
え
け

り
 

(第
27
紙
)

 

〔絵

十

三
〕 
 

(第
28
紙

)

野
中

に

つ
ね
よ
り

も
と

お
ほ

し
き

つ
か

の

見

え
し

を
人

に
と
ひ
侍

し

か
は
中
将

の

み
は

か
と

は

こ
れ
か
事

な
り

と
申

し
か

は

中
将

と
は

た
れ

か
こ

と
そ

と
又
と

ひ
侍
し

か

は

実
方

の
御
事

な

り
と
申

す

い
と
あ

は
れ

に
お

ほ
ゆ

さ
ら

ぬ
た

に
も

の
か
な

し
き

し
も

か
れ

の
す

〉
き

ほ
の
く

見

え
わ

た

り

て
の
ち

に

か
た
ら

む
も
詞

も
な

き
心

ち
し

て

 
 

く
ち

も
せ

ぬ
そ

の
名

 
 

 
 

は

か
り
を

と

〉
め
を

き

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

て

 
 

 

か
れ

の

〉
す

〉
き

 
 

 
 

 

か
た
み

に
そ
見

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

る
 

 
(第

29
紙
)

 

〔絵

十

四
〕
 

 

(第
30
紙
)
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ウィーン国立民族学博物館蔵

      『西行記 夏』

    (所蔵番号 113893)

      縦32.2糎

紙 数 横(糎) 詞(行)

第1紙 73.0 25

第2紙 91.5 絵 一

第3紙 46.8 14

第4紙 92.8 絵二

第5紙 74.0 25

第6紙 '/1 絵三①

第7紙 49.8 0

第8紙 39.6 10

第9紙 46.2 絵四

第10紙 46.0 14

第11紙 46.5 絵五

第12紙 36.4 12

第13紙 47.6 絵六

第14紙 50.0 18

第15紙 :. 絵七

第16紙 40.6 12

第17紙 45.3 絵八

第18紙 23.2 8

第19紙 4.3 1

第20紙 44.6 絵九

第21紙 65.4 23

第22紙 45.2 絵十

第23紙 36.2 12

第24紙 46.0 絵十一

第25紙
., 11

第26紙 44.6 絵十二
第27紙 93.0 34

第28紙
.. 絵十三

第29紙 41.3 15

第30紙 45.3 絵十四

合 計 1,619.4 234

見返 し 37.0軸 付 紙 46.7

ウィー ン国立民族学博物館蔵

      『西行記 春』

    (所蔵番号 113892)

      縦32,0糎

紙 数 横(糎) 詞(行)

第1紙 93.5 26

第2紙 91.0 28

第3紙 92.0 29

第4紙 94.5 29

第5紙 94.5 29

第6紙 93.0 29

第7紙 :11 24

第8紙 46.0 絵一①

第9紙 91.0 0

第10紙 65.0 0
第11紙 90.5 ④
第12紙 10.0 0
第13紙 46.0 16

第14紙 :11 絵二

第15紙 47.0 17

第16紙 91.1 絵三①
第17紙 91.0 0
第18紙 25.0 0
第19紙 III 16

第20紙 51.7 16

第21紙 45.5 絵四

第22紙 58.3 19

第23紙 62.6 22

第24紙 ・1. 絵五
第25紙 45.0 11

第26紙 93.8 絵六
第27紙 92.5 33

第28紙 45.3 絵七
第29紙 87.5 32

第30紙 23.2 8

第31紙 46.0 絵八

合 計 2,107.5 384

見返 し 36.5軸 付 紙 41.3
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